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県 下 の ほ場 整 備事 業 に伴 う埋 蔵文 化 財 の発 掘調 査 はす で に 13年

目を迎 え 、 ほ場 整 備 事 業 の拡 大 に伴 う発掘 調 査件 数 の増 加 に よ って

種 々の資料 や成 果 が蓄 積 され てお ります 。

発 掘調 査 で得 られ た その成 果 を公 開 し、広 く埋 蔵 文 化 財 に関 す る

御 理 解 を深 め て頂 く一 助 に したい と、 ここに昭和 60年 度 に実 施 い

た しま した県 営 かんが い排 水事 業 に伴 う発 掘 調 査 の報 告書 を 3分 冊

に分 けて刊行 す る もので あ ります。

最 後 に発掘 調 査 に あた り、御 協力 頂 き ま した地 元 関係 者 並 び に関

係 諸機 関 に対 し、厚 く感謝 の意 を表 す と共 に報告 書 の刊行 に御 協 力

頂 き ま した方 々に対 して も厚 くお礼 申 し上 げ ます。

昭和 61年 3月

滋 賀 県 教 育 委 員 会

教育長 南 光  雄
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1.本報告書は、昭和60年度に実施 した県営かんがい排水事業に伴 う埋蔵文化財調査

(近江八幡市八甲・黒崎遺跡、長浜市相撲北遺跡)の成果である。

2.本調査は、滋賀県耕地建設課からの委託により、滋賀県教育委員会を調査主体 と

し、財団法人滋賀県文化財保護協会を調査機関として実施 した。

3.本事業の事務局は次の通 りである。

滋賀県教育委員会

文化財保護課長   市原  浩

課長補佐      中正 輝彦

埋蔵文化財係長   林  博通

技師   葛野 泰樹

管理係       山本 徳樹

(財)滋賀県文化財保護協会

例

理事長

事務局長

埋蔵文化財課長

調査三係長

技 師

総務課長

主事

主事

嘱託

南  光雄

江南弥太郎

近藤  滋

大橋 信弥

仲川  靖

吉田 秀則

山下  弘

松本 暢弘

泉  喜子

中谷サカエ

4,本書の執筆・ 編集は、調査担当者八甲・ 黒崎遺跡が、仲川 靖 (調査三係技師)

相撲北遺跡は、吉田秀則 (同)が行なった。

また、遺物写真の撮影は寿福 滋氏の御協力を得た。

5,現地調査や整理作業等に御協力を頂いた調査員、調査補助員等の関係については

各本文中に記載 した。

6.出土遺物や写真・図面については滋賀県教育委員会で保管 している。



次目

近 江 八 幡市 八 甲・ 黒 崎 遺 跡

1 1ま じめ に

2.位 置 と環 境

3.調 査 経 過

4。 ま と め

長浜 市 相撲 北 遺 跡

1.は じめ に ……………………………………………………………………'7

2.調 査 の方 法 と結 果 ………Ⅲ………… Ⅲ……… ………………… …… 7

3.ま とめ と して ……・・・・… … … … … … … … … … … … … … 12



図  版  目 次

八甲・ 黒橋遺跡

図版―  (上)T-1試 掘状況

(下)T-4試 掘状況

相撲北遺跡

図版二  (上)調査地遠景

(下)調査風景

図版三  (上)T6(南 より)

(下)T6土 層断面 (1)

図版四  (上)T6土 層断面 (2)

(下)T5(西 より)

図版五  (上 )T6出 土土器 (1)

(下)T6出 土土器 (2)

挿 図 目 次

八甲・ 黒橋遺跡

第 1図 八甲・黒橋遺跡位置図および周辺遺跡分布図

第 2図 試掘 トレンチ配置図

第 3図 試掘 トレンチ土層観察図

相撲北遺跡

第 1図 相撲北遺跡位置図および周辺遺跡分布図

第 2図  トレンチ配置図

第 3図  トレンチ土層断面図

第 4図  トレンチ 6出土土器実測図



1.近江八幡市八甲・黒橋追跡



1.は じ め に

本報告は、昭和60年度県営かんがい排水事業 (近江八幡金田地区西庄第 2工区)に

伴 う近江八幡市八甲・ 黒橋遺跡の試掘調査にかかるものである。

人甲・ 黒橋遺跡は、県教育委員会の分布調査で、中世の上師器等の散布を確認 して

おり、また、中世における古戦場跡として遺跡分布図に記載されている。ここに、県

営カンパイ事業が実施されるにあたって事前に発掘調査を行い、遺構の有無と範囲を

確認し、その保存策を講 じることと,し た。

調査は、滋賀県教育委員会が同農林部から依頼と経費 (555,000円 )の再配当を

うけ、財団法人滋賀県文化財保護協会が実施 した。発掘調査の体制は以下のとおりで

ある。

調査主体 滋賀県教育委員会

調査機関 財団法人滋賀県文化財保護協会

調査指導 滋賀県教育委員会事務局文化財保護課 技師葛野泰樹

財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財課調査三係 係長大橋信哉

調査担当 同上 技師仲川靖

調査期間 昭和60年 8月 5日 ～昭和61年 3月 31日

調査にあたっては、滋賀県農林部耕地建設課、同八 日市県事務所土地改良第二課の

方 々に協力を仰いだ。

なお、本報告の執筆・編集には仲川があたった。
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2.位置 と環境

八甲・ 黒橋遺跡は滋賀県近江八幡市西庄地先に所在する。北に八幡山、西の湖を配

し、西に蛇砂川が流れる。標高は概ね、 88.00町 前後を測る。

遺跡の周辺には早 くから人が居住 していたとみられ、長命寺湖底遺跡、元水茎遺跡

等では、縄文時代中期～後期にかけての上器が出土 している。また、晩期になると前

述の遺跡で丸木舟が多数出上 しており、湖で猟をし、食料を得ていたことがわかる。

弥生時代になると遺跡数も増 し、前述の遺跡の他、高木遺跡、浅小井遺跡等がある。

調査地点

八甲遺 F1/fl

黒橋遺跡

出町追跡

鷹飼遺跡

金瀬追跡

東田遺跡

九里氏館追跡

金剛寺城遺跡

金剛寺遺跡

宮 ノ後追跡

西海道追跡

蔵 ノ町遺跡

寒簸遺跡

葦

端

諄浄だ
第 1図  八甲・黒橋遺跡位置図および周辺遺跡分布図
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8.調査 の経 過 (第 2図)(第 3図 )

本年度の調査地点は、近江八幡金田地区西庄第 2工区の中央部にあたる。 トレンチ

は、主に、第 3号支線排水路敷を中心に、30～ 50糊 ピッチで、遺構の有無、遺跡の範

囲を確認するため、幅 2開、長さ 5ηの試掘 トレンチを設定 し、土層の観察を行 った。

排水路は延長 500陶で、合計 9箇所の試掘 トレンチを設定 し、T-1～ T-9と し、

順次、機械力による表土除去、遺構検出、 トレンチ断面の精査、写真撮影、実測作業

を行った。           I

T-1ト レンチは、最 も南寄りで、今回の調査地点で一番標高の高い箇所である。

表上下25師 までが耕上で、以下灰色砂層が 5師、黄茶色粘土層が25師、であった。地

山は青灰色粘土層のグライン化 した上で、遺構、遺物とも存在 しなかった。

T-2ト レンチは、T-1ト レンチとほぼ同一の標高であるが、耕土直下で、砂層

は存在せず、黄茶色粘土層が28師堆積 していた。地山は、青灰色粘土層で、T-1同

様遺構、遺物とも存在しなかった。

T-3は 、一段下がった田で、耕上下で黄茶色粘土は堆積せず、以下、スクモ層が

76側堆積する。流木片以外に遺物等の包合はなく、スクモ層の下は青灰色粘土層で遺

構は存在 しなかった。

T-4は 、耕上下で、T-3同 様の層位が確認されたが、スクモ層は30側の堆積に

とどまっている。

T-5以 下T-9ま では、地下水の漏水が激 しく、土層観察がきわめて困難な状況

となり、遺物の確認は、バケットであげた排土をかき分けて確認することにした。こ

こでも、T-3同 様の層位で、遺構・ 遺物ともに存在 しなかった。

T-10は 台形状に残るマウン ドで、現状は竹欽である。古墳のマウンドの可能性が

ある為、東西に幅 2物、長さ 5物 の トレンチを設定 した。土層は、T-3同 様、黄茶

色粘土、スクモ層、青灰色粘土層で、遺構・ 遺物ともに存在 しなかった。

試掘調査の結果、北の西ノ湖寄り程、低湿地化の様相を呈 しており、極めて漏水が

激 しくなり、土層の変化も見 られなかった。

調査地は、全体に傾斜 しており、遺構の存在が無いものとみられるため、 トレンチ

を拡張せず、調査を終了した。

-3-



６）
的５７７。鱒

」
お

-4-

第 2図 試掘 トレンチ配置図
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第 3図 試掘 トレンチ土層観察図

4。 ま と め

今回の調査地は、古戦場跡とされていたが、遺跡分布図によると、八甲遺跡・ 黒橋

遺跡の範囲の間にあたる空白地点でもある。

土層の状況、あるいは漏水の著しいことから、旧西ノ湖、もしくは、西ノ湖の南に

位置する後背湿地であるといえよう。

しかるに、近年、後背湿地でも遺構等が存在することや、周辺でも長命寺湖底遺跡

や元水茎遺跡のように湖岸線で遺跡や遺物の出上をみており、そのとり扱いに留意す

る必要があると考えられる。

Ｍ

０
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Π
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□
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止

T-10
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2.長浜 市 相 撲 北 追 跡



1.は じ め に

相撲北遺跡は、姉川によって形成された肥沃な長浜平野の北西部に位置 し、国道 8

号線と長浜バイパスとの合流点の南部の水田地域に相当する。当地は、昨年度より継

続 して県営かんがい排水事業計画の対象地となり事前に埋蔵文化財調査を実施するこ

とになった。過去の調査等によって、若干の遺物が検出されているものの遺跡の性格、

範囲等は正確につかみとれてはいない。

今回の調査区は遺跡の中心部から東の十里町遺跡にかけての部分であるが、線的な

調査 (送水管埋設部分のみの調査)のため、かなりの制約が予想された。また、今回

確認された弥生時代の遺物包合層の検出地点は本来、十里町遺跡に合めて考えるべき

範囲内に属 しているが、ここでは、一応排水事業計画区分に合せて「相撲北遺跡」と

してふれておく。

なお、調査は昭和60年 10月 28日 ～ 11月 8日 に実施 し、調査にあたっては、長浜県事

務所土地改良課、長浜市教育委員会、地元相撲町・ 森町の方 々の御協力を得、種々御

配慮いただいた。

また、発掘調査、整理作業にあたっては、喜多貞裕 (現、愛知川町教育委員会社会

教育課)、 田中恵二、西村利通、小森伊知郎 (滋賀経営短期大学 )、 大久保順子の諸

氏の御協力を得た。記 して厚 くお礼申し上げたい。

なお、本文は吉田秀則が執筆 し編集した。

2.調査の方法 と結果

調査は、本来の相撲北遺跡の範囲内から始め、東へと移動 してゆく方針であったが、

工事によって埋設されるかんがい配水管の設置位置は既設の道路と重複 しており、水

路に近接 しているという制約のため、西側については調査が不可能であった。

そこで、最も東端にあたる第 7-2号支線道路下部分から実施することにした (こ

の部分は今年度の県営ほ場整備事業と重複 している)。 しかし、この箇所には仮設の

工事用道路がすでにできており、長浜県事務所土地改良課と協議の結果、仮設道路を

東へ移動 した後、本来の予定部分を調査することになった。
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1.相撲北追跡

2.十里町追跡

第 1図

3.塚田遺跡

4.新庄′碍場遺跡

相撲】ヒ追跡位置図および周辺遺跡分布図
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5.神照寺追跡

6.高田追跡



(1)層位 (第 2・ 3図 )

幅 2糊、長さ4阿のTlでは耕土下に暗灰褐色粘質土 (若千、砂含む)、 灰褐色砂

土と堆積 し、深さ0.9～ 1.0紀で砂 レキ層にいたる。次のT2では灰褐色砂上の下に

暗茶褐色のスクモ層 (第 3図 )ん 、ゞ確認され (深 さ 1.2～ 14η)弥生時代後期の上

器片が、検出された。そこで、T2を北側へ、幅 2糊、長さ約31解 に トレンチ (T6

とする)を拡張 した。スクモ層の上面までバックホーで除去の後、手掘りで土器を検

出した。

なお、スクモ層のさらに下層には淡青灰色粘質上がひろがり、これを切りこんで、

部分的に溝状遺構 (幅 0.3物、深さ01解 )が確認でき、遺構の存在が予想される。

T3～ 5では灰褐色砂上の下は、砂 レキ層になり、遺構・ 遺物は確認できなかった。

(2)遺物  (第 4図 )

調査の結果、遺物の出上 した トレンチはT6のみであり、暗茶褐色スクモの包合層

内から検出された。すべて弥生土器であり、いずれも小破片で、全容の判明している

ものはないので、それぞれの特徴について簡単にのべる。

壷類は 1～ 6がある。 1.2は二重回縁壷で、前者は頸部に突帯がめ ぐり、口縁外面

は肥厚 し、端部に凹線がめぐる。後者は、端部を欠 くが筒状の頸部が外側に大きく屈

曲して開いている。

3は、直口壷、 4・ 5は、外方へ大きく開く広口壷である。

7～ 9、 11～ 13は受口状口縁の甕に属するものであるが、それぞれ口縁部の立ち上

がり方が異なり、大きく屈曲のはっきりしている90■ とこの他のもの (頸部が若千

長 くなだらか)と に分けられる。

16は くの字状口縁を呈 し、外面に粗いハケロが施される。15は 口縁外面に擬凹線の

施される二重口縁の甕である。

17～ 19は 、甕の底部に接続する高台であり、非常に厚手のものと、比較的薄手のも

のとがある。

20は受部が直線的に開き、端部をわずかに垂下させ外面に凹線のめぐる器台であり、

21の ように大きく八の字状に開く脚部へとつながる。その他のものは、高界にあたる

と予想される破片である。

なお、弥生土器の他には図示 してはいないが、T6の南端にて長さ 1.2陶、幅25師、
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厚さ 1.5側 の加工痕の認められる板状の木製品等も出土している。

3.ま とめとして

以上のように今回の調査によって耕上下 1.2～ 1.4陶 と予想されたよりも比較的深

い位置で遺物包合層を確認し、弥生時代後期後半頃の土器の検出をみたわけである。

明確な遺構は確認できなかったものの包合層下にその存在の可能性を秘めている。長

浜平野内での埋蔵文化財調査は近年数多く実施されており、本遺跡と類似 した状況下

で検出される遺跡も多 く、当地域周辺の今後の調査に期待を寄せたい。

-12-



図
版

一
　

八
甲

・
黒
橋
遺
跡

〕イ
証
驚
凸

静:li

,澪
1還

■
=基

―r11,

I韓

ド 俸―出柾寒≦囀

魂ittFtI

1矛 ・・孝禁|

持
■
一
　
ャ一
●
４
一

∞ トーRjrて嘩≦尽



図
版
二
　
相
撲
北
遺
跡

調査地遠景

調査風景



'I盛イ
1を;II11'(i

牌
義
攣

騨 推 ド

簑森

鍮 速歓―注I

T.6

I     Ⅲ、群鷺洋
|

4Ⅲ漁餞|■‐1と,こ

速滲寮横踵垂rユi甚 |

娃み遠基基惑患逮

111輩議鶏穐攘錢竪
す.=||. ll i■t i五抜廷竃rl塩| ―

:111こi:手:撫機  錦
1鷺1笹洋1襲練鐘静

=警娃餓 11   患竜:|1所
義■:撫凄奪尋驚

|

li登ぎf子と !.:|l i■
||

葵す|1窺津すに 熟
饒 !―

,111i klユれIfl越

ぽ

が|    1鹸
群壽

,■

1妻:1筆:| とⅢす||
||げ|1土輩鼈趨醒鶴ぼ驚主|

鰯 1‐奮嚢鑢熱野
―
tilf

I上―■事

|||

T.6土層断面(1)



図
版
四
　
相
撲
北
遺
跡

~警
標

I�

T.6土層断面(2)



図
版
五
　
相
撲
北
遺
跡

T.6出 土土器(1)

¨ 悦

T.6出 土土器(2)



昭和 61年 3月

県営かんがい排水事業関連遺跡発掘

調査報告書 Ⅲ-2

編集・ 発行  滋賀県教育委員会文化部文化財

保護課

大 津 市 京 町 四 丁 目 1-1
電 話  0775-24-1121

内 線  2536

1yl滋 賀 県 文 化 財 保 護 協 会

大津市瀬田南大萱町 1732-2
電 話  0775-48-9781

印 刷 所 社

０

０

会

２

５８

式

十　
一２

株

４

３

刷

辻

一

印

の

７５

版

札

０７

出

市

士

津

話

冨

大

電


